
知
人
に
意
地
で
も

保
険
医
協
会
に
入
ら

な
い
と
い
う
者
が
２

人
ほ
ど
い
る
。
せ
め

て
２
年
に
１
回
の
新

点
数
検
討
会
の
と
き

だ
け
で
も
参
加
す
る
よ
う
に
勧

め
て
い
る
の
だ
が
、
出
た
こ
と

は
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
彼
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
も
か
か
っ
て
い
る

患
者
に
「
治
療
内
容
を
知
り
た

い
な
ら
明
細
書
を
見
れ
ば
大
方

分
か
る
よ
」
と
伝
え
た
ら
、「
そ

ん
な
も
の
も
ら
っ
た
こ
と
な

い
、
領
収
書
だ
っ
て
レ
ジ
の
切

れ
端
だ
け
だ
」
と
言
う
。
思
わ

ず
絶
句
し
た
。
最
近
の
話
だ
。

ま
た
、
も
う
一
人
の
彼
は
、
何

年
も
標
榜
が
「
胃
腸
科
・
消
化

器
科
」
の
ま
ま
だ
（
消
化
器
科

は
Ｎ
Ｇ
、
消
化
器
内
科
か
消
化

器
外
科
か
を
明
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
周
知
の

通
り
）。

実
は
、
保
険
医
協
会
の
新
点

数
検
討
会
は
最
後
の
十
数
分
が

と
て
も
大
事
で
、
療
養
担
当
規

則
の
変
更
や
、
そ
れ
に
伴
う
院

内
掲
示
の
義
務
化
な
ど
ク
リ

ニ
ッ
ク
経
営
の
根
幹
に
関
わ
る

大
き
な
留
意
事
項
を
教
え
て
く

れ
る
。
個
人
的
に
は
そ
れ
に
何

度
も
救
わ
れ
て
い
る
。
知
人
の

よ
う
に
、
各
医
会
か
ら
の
情
報

だ
け
で
十
分
だ
と
思
わ
れ
て
い

る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
各
科
の
各
論
だ

け
だ
と
、
抜
本
的
な
改
定
内
容

を
ス
ル
ー
し
て
し
ま
う
危
険
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
老
婆
心
な
が
ら
、
新
点
数

検
討
会
は
最
後
ま
で
退
席
せ
ず

に
聞
い
て
お
か
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
院
長
が
知
ら
な
い
こ
と
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
誰
も
知
り
得
な
い

の
だ
か
ら
。
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学
術
・
保
険
部
主
催
の
第
45

回
な
ん
で
も
学
術
！
な
ん
で
も

回
答
？
よ
ろ
ず
勉
強
会
が
10
月

5
日
（
木
）
に
近
江
町
交
流
プ

ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
み
ひ
ら
Ｒ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
の
三
平
伸
一
先
生
と
同
院

で
理
学
療
法
士
と
し
て
ご
勤
務

の
吉
田
和
彦
先
生
に
「
筋
膜
リ

リ
ー
ス
に
つ
い
て
」
と
い
う
演

題
で
ご
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
現
在
注
目
を
集
め
て
い
る

新
し
い
疼
痛
治
療
方
法
に
関
す

る
ご
講
演
と
い
う
こ
と
で
関
心

も
高
く
、
本
会
史
上
最
多
の
51

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
三
平
先
生
か
ら
エ

コ
ー
ガ
イ
ド
下
筋
膜
リ
リ
ー
ス

に
関
す
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
ず
筋
膜
リ
リ
ー
ス
の

考
え
方
で
す
が
、
筋
膜
性
疼
痛

症
候
群
に
お
い
て
は
痛
み
を
感

じ
る
部
位
は
筋
膜
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
筋
と
ぴ
っ
た
り
接
し
て

い
る
筋
膜
を
筋
か
ら
は
が
す
こ

と
に
よ
っ
て
筋

運
動
に
伴
う
筋

膜
の
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
さ
せ
、

痛
み
を
和
ら
げ

る
と
い
う
こ
と

な
の
だ
そ
う
で

す
。
実
際
に
は

問
診
、
触
診
で

疼
痛
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
部

位
を
絞
り
込

み
、
エ
コ
ー
を

用
い
て
肥
厚
し

た
筋
膜
を
特
定

し
、
そ
こ
に
い

わ
ば
潤
滑
剤
と

し
て
キ
シ
ロ
カ

イ
ン
入
り
の
生

食
を
注
射
す
る

と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

次
に
吉
田
先

生
か
ら
用
手
的

な
筋
膜
リ
リ
ー

ス
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
外
傷
、
廃

用
な
ど
で
筋
膜
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン

線
維
・
エ
ラ
ス
チ
ン
の
高
密
度

化
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
凝
集
化

が
起
き
た
も
の
を
用
手
的
に
和

ら
げ
て
膜
の
潤
滑
性
を
修
復
す

る
も
の
だ
そ
う
で
す
。
当
日
は

会
場
か
ら
被
験
者
に
出
て
い
た

だ
き
、
疼
痛
誘
発
動
作
で
疼

痛
の
原
因
筋
を
推
定
し
た
の

ち
、
そ
の
部
位
を
緩
や
か
に
圧

迫
し
て
原
因
筋
を
緩
め
る
様
子

を
実
際
に
お
示
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ど
ち
ら
も
ま
だ
研
究
の
途
上

の
治
療
法
で
効
果
も
一
定
し
な

い
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、
有

効
例
も
多
く
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
慢
性

疼
痛
と
い
え
ば
湿
布
を
出
す
ぐ

ら
い
し
か
で
き
て
い
な
い
内
科

医
に
と
っ
て
は
と
て
も
新
鮮
な

内
容
で
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
も
大
変

活
発
な
も
の
と
な
り
，
こ
の
治

療
法
の
原
理
か
ら
実
際
の
手
技

や
使
用
す
る
機
器
に
関
す
る
こ

と
ま
で
多
く
の
質
問
が
出
て
い

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
会
を
続

け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

クイズチラシ配布にぜひご協力ください
知ってナルホド、当たってうれしい
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すでに多くの方々からご応募をいただいております。配布にご協力いただき、誠にありがとうございま

第45回なんでも学術！ なんでも回答？ よろず勉強会

理事　三宅　靖（金沢市・内科）
注目の新治療法に最多の参加者
筋膜リリース

会場は満員の51人が参加した（10月5日・近江町交流プラザ）

実演も行っていただいた

講師の吉田和彦先生講師の三平伸一先生

石 川 保 険 医 新 聞 第547号（1）2017年11月15日（毎月15日発行）



第
５
回
　
内
部
勉
強
会

第
５
回
　
内
部
勉
強
会

理
事

　武
藤

　一
彦
（
白
山
市
・
小
児
科
）

放
射
線
の
基
礎
知
識
と

　
　
　

 

人
体
へ
の
影
響
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シリーズ
９
月
28
日
（
木
）、
公
立
松

任
石
川
中
央
病
院
甲
状
腺
診
療

科
P
E
T
セ
ン
タ
ー
長
で
あ

る
横
山
邦
彦
先
生
を
講
師
に
、

原
発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
内
部
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

横
山
先
生
は
１
９
８
２
年
に

金
沢
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
同

大
核
医
学
教
室
に
て
研
鑽
を

積
ま
れ
、
１
９
８
４
〜
８
７

年
に
米
国
N
I
H
ク
リ
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
核
医
学
科
に
留

学
。
2
0
0
2
年
に
金
沢
大
学

医
学
部
附
属
病
院
核
医
学
科

医
局
長
、
2
0
0
6
年
よ
り

公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
の

P
E
T
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

さ
れ
、2
0
0
8
年
に
副
院
長
、

2
0
1
0
年
以
後
は
甲
状
腺
診

療
科
部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
規
制

委
員
会
外
部
有
識
者
、
原
子
力

規
制
庁
緊
急
事
態
応
急
対
策
委

員
、
内
閣
府
検
討
会
構
成
員
、

内
閣
官
房
N
B
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
専
門
委
員
も
務
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

講
演
で
は
、
初
め
に
、「
放

射
線
の
健
康
影
響
」
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。
前
提
と

し
て
、
人
間
も
自
然
界
か
ら

40K

、14C

、137Cs

を
知
ら
ぬ
間

に
取
り
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら

を
合
計
す
る
と
約
８
千
Bq
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
放
射
線
被
ば
く
の
胎
児

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
広

島
・
長
崎
の
50
年
経
過
観
察
で

は
、
１
８
２
９
人
の
胎
児
（
20

週
以
内
）
で
奇
形
の
発
生
は

「
な
か
っ
た
」
と
し
、
胎
児
へ

の
影
響
が
出
る
線
量
（
し
き
い

線
量
）
は
流
産
、
奇
形
、
発
育

遅
延
が
１
０
０
m
Gy
、
精
神

発
達
遅
延
が
２
０
０
m
Gy
と

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
目

に
見
え
る
危
険
と
見
え
な
い
危

険
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、「
大

き
な
線
量
を
被
ば
く
し
た
影
響

を
も
っ
て
、
少
量
の
線
量
の
影

響
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」、「
な
ら
ば
、
安
全
側
に
み

て
、
線
量
の
限
度
を
導
入
し
て

お
く
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
か
ら
始
ま

り
、
C
T
、
P
E
T
と
放
射

線
に
よ
る
医
療
が
病
気
の
診
断

と
治
療
に
大
き
な
進
歩
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
放

射
線
を
多
量
に
浴
び
れ
ば
、
生

物
が
死
に
至
る
こ
と
も
明
ら
か

で
す
。
そ
の
相
反
す
る
作
用
を

人
間
の
知
恵
に
よ
っ
て
使
い
こ

な
す
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
横
山
先
生
は
、
放
射
線
の

危
険
性
を
知
り
つ
つ
、
い
か
に

医
学
に
利
用
す
る
か
を
追
求
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今

後
も
政
府
の
ブ
レ
ー
ン
と
し

て
、
安
全
な
放
射
線
医
療
の
方

向
性
を
提
言
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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募集
テーマ

報
告
事
項
に
つ
い
て
、
ま

ず
は
総
務
部
よ
り
11
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
沖
縄
辺
野
古

現
地
視
察
ツ
ア
ー
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
が

あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
の
報
告
は

本
紙
に
特
集
紙
面
を
設
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
10

月
８
〜
９
日
に
行
わ
れ
る

第
32
回
保
団
連
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
演
者
と
し
て

参
加
予
定
の
大
川
副
会
長
の

予
行
演
習
が
行
わ
れ
た
。
原

発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
報
告
で
は

11
月
19
日
に
行
わ
れ
る
崎
山

比
早
子
先
生
の
講
演
会
の
案

内
が
あ
り
、
実
に
興
味
深
く

思
っ
た
。
経
営
・
共
済
部
よ

り
保
険
医
年
金
普
及
状
況
で

は
、
例
年
よ
り
出
足
が
遅
い

よ
う
だ
。
歯
科
部
よ
り
「
医

科
歯
科
連
携
で
患
者
さ
ん
に

役
に
立
つ
標
語
募
集
」
に
つ

い
て
案
内
が
あ
っ
た
が
、
参

加
人
数
が
少
な
く
、
新
た
な

チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
な
ど
の

提
起
が
あ
っ
た
。
ま
た
来
年

よ
り
始
ま
る
新
し
い
医
科
歯

科
連
携
の
認
知
症
講
座
の
案

内
が
あ
り
、
大
川
副
会
長
が

第
１
回
の
講
師
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
学
術
・
保

険
部
か
ら
は
「
ノ
ー
リ
フ
ト

ケ
ア
」
の
講
演
会
が
提
案
さ

れ
、
介
護
職
員
の
確
保
が
難

し
い
現
状
に
マ
ッ
チ
し
た
も

の
だ
と
感
銘
を
受
け
た
。

協
議
事
項
で
は
来
年
度
の

定
期
総
会
・
記
念
講
演
の
講

師
選
定
と
日
程
に
つ
い
て
検

討
し
た
が
、
結
論
は
持
ち
越

し
に
な
っ
た
。

 

【
山
本　

記
】

定期総会・記念講演
講師を検討
（10月3日・11人出席）

第9回理事会点描

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
と
捨
て
る
の
が
好
手
段
。

白
４
に
黒
５
、
７
で
白
死
で
す
。
黒
１
で

６
は
白
４
黒
イ
白
５
で
白
生
き
。
黒
３
で

５
は
白
７
黒
３
白
ロ
で
白
生
き
。
白
４
で

ロ
な
ら
黒
４
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
１
一
金
☖
２
二
玉
☗
３
一
竜

☖
同
玉
☗
４
二
銀
☖
２
二
玉
☗

３
三
馬
☖
同
銀
☗
同
銀
成
☖
１

一
玉
☗
２
二
銀
打
☖
１
二
玉
☗

１
三
桂
成
ま
で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
１
一
金
に
は
☖
２

二
玉
と
逃
げ
ま
す
が
、
次
の
☗

３
一
竜
か
ら
☗
４
二
銀
が
好
手

順
で
、
さ
ら
に
７
手
目
☗
３
三

馬
が
決
め
手
で
、
以
下
手
順
の

追
詰
と
な
り
ま
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

9
＋
6
で
、答
え
は「
15
」

（
問
題
10
面
）

大いに意見交換を行った（9月28日・保険医協会会議室）講師の横山邦彦先生
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核戦争防止国際医師会議・核戦争を
防止する福島県医師の会記念講演
核戦争防止国際医師会議・核戦争を
防止する福島県医師の会記念講演

大浜　和憲（白山市・小児外科）理事

核兵器禁止条約採択の翌日に
原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい

その49

シリーズ

プログラム

「創傷・栄養と人生を考える」合宿

12：00～　受付・企業展示 
12：50～　開会挨拶と説明 
13:00～15:00
　(1)栄養・創傷
　　  演者:市原幸文・大浦紀彦
　　  コメンテ一タ一:荒金秀樹・榊原千秋 

15:10～18：20 
　(2)仲間と食と幸せ
　　  演者:塙章一・荒金秀樹・藤代浩之
　　  コメンテ一タ一：吉宗誠・小山珠美・中山信子 

19:30～　夕食会と懇親会 

申し込み ： 高岡駅南クリニック　担当　藪岡(やぶおか) T e l ： 0766-29-1200 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fax ： 0766-29-1222 

●詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

[主催] ： WNH合宿実行委員会、高岡駅南クリニック
[後援] ： 富山県看護協会、富山県栄養士会、富山県医師会
　　　  富山県保険医協会、石川県保険医協会

7:00～　　　 朝食・企業展示 
8:30～9：00　企業のプレゼンテーション
9：10～12：20 
　(3)自然な支え合い
　　  演者:吉宗誠・榊原千秋・中山信子
　　  コメンテ一タ一：大浦紀彦・古屋聡・藤代浩之 
12:20～13:20　昼食・企業展示 
13：20～13：50　企業のプレゼンテーション
14：00～16：00 
　(4)経口摂取・地域活動
　　  演者:小山珠美・古屋聡
　　  コメンテ一タ一:塙章一・市原幸文 
16:00～　閉会挨拶

〈9月21日〉

2015年9月20日（日） 12:00～
　　　　　    21日（月・祝） 16:05
インテック大山研修センター
富山市東黒牧140-1　Tel:076-483-8111

“歯内療法”の考え方＆
学び方を解説！

“歯内療法”の考え方＆
学び方を解説！
考える

エンドドンティクス

詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

と　きと　き 2017年
12月10日（日）
 午前９時半～正午

ところところ ホテル金沢
５階・アプローズ

講　師講　師 高橋 慶壮氏
（奥羽大学歯学部教授）

対　象対　象

参加費参加費

会員および
会員医療機関のスタッフ

無料

歯科学術講演会

第 3 回　WNH(Wound Nutrition Human Life)

２
０
１
７
年
10
月
６

日
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が

I
C
A
N
（
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
授
与
さ
れ

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の

約
3
カ
月
前
の
7
月
8
日
昼
す

ぎ
、
私
は
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
に
降
り

立
っ
た
。
核
戦
争
防
止
国
際
医

師
会
議
（
I
P
P
N
W
）・
核

戦
争
を
防
止
す
る
福
島
県
医
師

の
会
の
記
念
講
演
会
に
参
加
す

る
た
め
だ
。
駅
の
売
店
で
毎
日

新
聞
を
買
っ
た
。
そ
の
１
面

ト
ッ
プ
記
事
が
「
核
兵
器
禁
止

条
約
を
採
択
」
で
あ
っ
た
。
７

月
７
日
、
国
連
で
こ
の
条
約
が

採
択
さ
れ
た
。
こ
の
き
っ
か
け

は
２
０
０
７
年
に
I
C
A
N

が
結
成
さ
れ
た
こ
と
だ
。
広
島

と
長
崎
の
悲
劇
、
そ
し
て
福
島

の
大
災
害
を
経
験
し
た
日
本
は

な
ん
と
不
参
加
。
唯
一
の
被
爆

国
が
ど
う
し
て
参
加
し
な
い
の

か
、
と
怒
り
が
わ
い
て
き
た
。

さ
て
、
本
題
に
移
ろ
う
。
記

念
講
演
会
は
７
月
８
日
（
土
）

午
後
３
時
よ
り
始
ま
っ
た
。
ま

ず
丹
羽
真
一
先
生
（
福
島
県
立

医
科
大
学
名
誉
教
授
）
の
講
演

か
ら
、
そ
し
て
朝
長
万
左
男
先

生
（
長
崎
大
学
名
誉
教
授
）
へ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

丹
羽
真
一
先
生
「
震
災
・
原
発
事
故
が
福
島
の
人
々
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
及
ぼ
し
た
影
響
調
査
か
ら
学
ぶ
も
の
」

原
発
事
故
の
前
後
で
福
島
県

の
精
神
科
へ
の
入
院
総
数
は
年

間
６
０
０
人
程
度
で
増
減
は
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
事
故
直
後
は

錯
乱
・
躁
・
せ
ん
妄
な
ど
が

多
く
、
う
つ
は
少
な
か
っ
た

が
、
翌
年
に
は
錯
乱
が
減
少

し
、
う
つ
が
増
加
し
た
。
外

来
患
者
を
見
る
と
、
事
故
後

は
P
T
S
D
や
適
応
障
害
な

ど
約
３
分
の
１
が
事
故
と
関
連

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
般

身
体
科
（
内
科
な
ど
）
受
診

者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
見
る

と
不
安
・
ス
ト
レ
ス
･
う
つ

を
訴
え
る
患
者
は
２
０
１
０
年

が
２
・７
％
、
２
０
１
１
年
３
・

６
％
、
２
０
１
２
年
４
・
３
％

と
有
意
に
増
加
し
て
い
た
。
マ

ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
っ
た
鼻
血

に
つ
い
て
は
、
受
診
者
１
６
２

人
中
24
人
（
14
％
）
が
、
原
発

事
故
と
関
係
が
あ
る
と
答
え
て

い
た
。
自
治
体
職
員
92
人
の
面

接
で
は
、
大
う
つ
病
エ
ピ
ソ
ー

ド
14
人
（
15
・
２
％
）、
パ
ニ
ッ

ク
障
害
2
人
（
２
・
２
％
）、
自

殺
の
危
険
８
人
（
８
・
７
％
）

で
、
P
T
S
D
は
い
な
か
っ

た
。
災
害
関
連
自
殺
を
岩
手

県
・
宮
城
県
と
比
較
す
る
と
、

２
０
１
１
年
は
岩
手
県
17
人
、

宮
城
県
22
人
、
福
島
県
10
人
で

あ
っ
た
。
岩
手
県
と
宮
城
県
は

そ
の
後
、
漸
減
傾
向
で
あ
っ

た
が
、
福
島
県
は
２
０
１
２

年
13
人
、
２
０
１
３
年
23
人

と
増
加
し
、
２
０
１
４
年
15

人
、
２
０
１
５
年
19
人
と
、
な

お
年
間
10
人
以
上
の
自
殺
者
が

出
て
い
る
。
こ
れ
は
地
震
・
津

波
に
加
え
て
原
発
事
故
の
影
響

が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
自
殺

者
は
50
歳
代
に
多
か
っ
た
そ
う

だ
。
40
歳
代
女
性
は
子
ど
も
の

引
き
こ
も
り
、
父
の
死
を
苦
に

自
殺
。
60
歳
代
の
男
性
は
妻
と

の
折
り
合
い
が
悪
く
な
り
、
相

続
問
題
で
も
め
て
お
り
自
殺
に

至
っ
た
。
震
災
・
原
発
事
故
を

契
機
に
家
族
が
分
断
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

丹
羽
先
生
は
淡
々
と
事
実
を

述
べ
ら
れ
、
誠
実
な
人
柄
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
最
後
に
「
こ
の

よ
う
な
事
故
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
追
求
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。
私
た
ち
は
人
類

の
未
来
に
責
任
が
あ
る
」
と
い

う
言
葉
で
講
演
を
締
め
く
く
ら

れ
た
。
講
演
会
後
の
懇
親
会

で
、
甲
状
腺
が
ん
で
手
術
し
た

家
族
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
た
が
、
面
接
は

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
お
返
事

で
あ
っ
た
。

朝
長
万
左
男
先
生
「
原
爆
72
年
　
核
兵
器
廃
絶
の
課
題

〜
核
兵
器
禁
止
条
約
が
成
立
し
て
〜
」

前
日
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が

採
択
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
副

題
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
成
立

を
間
近
に
ひ
か
え
」
か
ら
右
記

に
変
更
さ
れ
た
。

最
初
に
朝
長
先
生
の
専
門
分

野
で
あ
る
骨
髄
異
形
成
症
候
群

と
被
ば
く
の
関
係
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。
被
ば
く
後
40
〜
60

年
後
に
発
症
し
た
骨
髄
異
形
成

症
候
群
で
あ
っ
て
も
放
射
線

被
ば
く
に
よ
る
過
剰
発
生
が

認
め
ら
れ
、
過
剰
相
対
リ
ス

ク
（
E
R
R
）
は
１
Gy
あ
た
り

４
・
27
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因

と
し
て
癒
合
遺
伝
子
形
成
や
幹

細
胞
ヒ
ッ
ト
仮
説
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
そ
う
だ
。
乳
が
ん
や
甲

状
腺
が
ん
も
増
え
て
い
る
の
だ

と
か
。
し
か
し
彼
は
福
島
県
の

甲
状
腺
が
ん
の
多
発
に
は
触
れ

な
か
っ
た
。
彼
は
１
０
０
ｍ
Sv

以
上
の
被
ば
く
で
が
ん
の
発
生

が
増
え
る
と
強
調
さ
れ
て
い
た

の
で
、
福
島
県
の
甲
状
腺
が
ん

の
多
発
は
被
ば
く
に
よ
る
も
の

と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

核
兵
器
に
関
わ
り
の
あ
る
人

た
ち
を
手
短
か
に
紹
介
さ
れ

た
。
ま
ず
、
オ
バ
マ
前
ア
メ
リ

カ
大
統
領
の
広
島
訪
問
の
こ

と
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
宛
て

て
「
ナ
チ
ス
よ
り
も
先
に
原
爆

を
開
発
し
て
ほ
し
い
」
と
書
い

た
手
紙
の
こ
と
。
そ
し
て
、
湯

川
秀
樹
氏
か
ら
益
川
敏
英
氏
の

紹
介
へ
。
特
に
益
川
氏
の
著

書
『
科
学
者
は
戦
争
で
何
を
し

た
か
』
を
推
薦
さ
れ
た
。
さ
ら

に
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
キ
ュ
ー

リ
ー
夫
人
に
ま
で
話
が
及
ん

だ
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
教
授
を
務

め
て
い
た
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
ツ

ブ
ル
ク
大
学
は
朝
長
先
生
の
母

校
長
崎
大
学
の
姉
妹
校
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
原
爆
と
は
関
係
な

く
、
長
崎
と
縁
が
深
い
シ
ー
ボ

ル
ト
が
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大

学
出
身
で
あ
っ
た
た
め
だ
そ

う
だ
。

原
爆
投
下
の
精
神
的
な
影

響
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。

原
爆
投
下
52
年
後
の
調
査
で
、

爆
心
地
か
ら
２
㎞
以
内
で
被

ば
く
し
た
人
の
11
％
に
う
つ

や
P
T
S
D
の
症
状
が
み
ら

れ
、
２
・
１
㎞
か
ら
３
㎞
の
間

は
９
％
、
３
・
１
㎞
以
遠
で
は

８
％
以
下
で
あ
っ
た
。
半
世
紀

を
過
ぎ
て
も
精
神
面
へ
の
影
響

は
残
る
も
の
な
の
か
と
驚
か
さ

れ
た
。
も
し
、
世
界
に
全
面
的

核
戦
争
が
お
き
れ
ば
、
気
温
は

10
℃
く
ら
い
下
が
り
、
ま
た
、

日
本
の
あ
る
１
０
０
万
都
市
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
ら
、
６
万

人
く
ら
い
が
即
死
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

最
後
に
、
核
実
験
・
核
兵

器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
を

紹
介
さ
れ
た
。
１
９
６
３
年

の
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約

か
ら
、
１
９
６
８
年
の
核
不

拡
散
条
約
、
２
０
１
０
年
米

露
間
で
調
印
さ
れ
た
N
e
w 

S
T
A
R
T
条
約
、
そ
し
て
、

今
年
の
核
兵
器
禁
止
条
約
ま

で
。
そ
の
中
で
I
C
A
N
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
た
が
、
果

た
し
て
彼
は
今
回
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
を
予
測
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

社
会
保
障
の
目
的

は
、
民
生
の
安
定
に
あ

る
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
健
康

な
人
も
病
め
る
人
も
、

若
い
人
も
老
い
た
人

も
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
必
要
な
制
度
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
保
険
料
や
税
金
は
、
富
裕
層
や

大
企
業
と
い
え
ど
も
、
こ
の
社
会
で

の
安
心
安
定
し
た
生
活
、
活
動
の
た

め
に
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

コ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
た
め
に
不
足

し
た
財
源
を
安
易
に
消
費
税
に
頼
る

と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ

う
。
経
済
格
差
が
広
が
る
中
、
所
得

の
再
分
配
を
進
め
る
な
ら
と
も
か

く
、
逆
進
性
の
高
い
消
費
税
で
は
ま

す
ま
す
社
会
の
一
体
感
は
薄
れ
、
民

生
の
安
定
と
い
う
点
で
は
、
必
ず
し

も
プ
ラ
ス
に
ば
か
り
は
働
か
な
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

う
は
い
っ
て
も
必
要
と
さ
れ
る
財
源

だ
が
、
将
来
不
安
の
解
消
の
た
め
に

は
、
富
裕
層
の
過
剰
貯
蓄
と
高
額
に

積
み
あ
が
っ
た
大
企
業
の
内
部
留
保

を
そ
の
財
源
の
一
部
に
す
べ
き
と
考

え
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。
老
後

の
社
会
保
障
の
安
定
は
、
富
裕
層
の

過
剰
貯
蓄
の
必
要
性
を
減
ら
す
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。
企
業
で
働
く
人
々

の
安
心
は
、
企
業
の
業
績
を
支
え
る

基
盤
で
あ
る
し
、
企
業
の
内
部
留
保

は
４
０
０
兆
円
を
超
え
、
大
企
業
な

ど
に
は
特
別
減
税
（
安
倍
政
権
に
な

り
再
拡
充
さ
れ
た
研
究
開
発
減
税
で

は
、
法
人
税
の
30
％
ま
で
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
）
ま
で
あ
っ
て
、

す
べ
て
の
企
業
と
は
い
か
な
い
だ
ろ

う
が
、
資
金
に
は
随
分
と
余
裕
が
あ

る
ら
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
企
業
な
ど
に

は
減
税
を
繰
り
返
し
、
消
費
税
増

税
。
税
の
負
担
が
明
ら
か
に
企
業
か

ら
家
計
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
て
い

る
。
特
に
中
低
所
得
者
層
の
税
負
担

は
重
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
足

り
な
い
不
足
分
は
、
反
対
も
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
や
、
ま
だ
こ
の
世
に

生
ま
れ
て
も
い
な
い
未
来
の
人
た
ち

に
付
け
回
す
と
い
う
の
で
は
、
あ

ま
り
に
ア
コ
ギ
で
無
責
任
で
は
な

い
か
。

千
兆
円
を
超
え
る
政
府
の
負
債

は
、
人
々
の
将
来
に
不
安
の
影
を
落

と
し
て
い
る
。
し
か
し
消
費
税
に
頼

る
と
、
逆
進
性
の
高
さ
か
ら
経
済
格

差
が
広
が
り
や
す
く
、
民
生
の
安
定

と
い
う
点
で
は
マ
イ
ナ
ス
だ
ろ
う
。

進
み
す
ぎ
た
富
裕
層
と
大
企
業
の
減

税
を
少
し
元
に
戻
す
こ
と
も
考
え
る

べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

社
会
保
障
財
源

消
費
税
で
は
格
差
拡
大
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石川県内の在宅医を20名訪問してみえてきたもの
大川　義弘（金沢市・内科）

第２分科会　高齢者医療・介護

テーマ

保 団 連 医 療研究フォーラム演題発表
　保団連医療研究フォーラムでは、10月９日（月・祝）午後１時よりシンポジウムが開催され（報告は上段記事参照）、同日午前中には演題発表が行
われました。大川義弘副会長が「第２分科会　高齢者医療・介護」にて「石川県内の在宅医を20名訪問してみえてきたもの」をテーマに演題発表しま
した。以下、発表内容を掲載します。

【目的】さまざまなスタイルで診療所医師が行っている在宅医療を取材し、在宅医療の可能性や、課題、診療報酬上の問
題などを探る。

【方法】石川県保険医協会の医療福祉部員と事務局員が診療所を訪問し、下記の取材項目で聞き取り。在宅医療提供のス
タイルはいろいろあるのでそれらを網羅する形で訪問。また訪問歯科診療
を行っている歯科医院も訪問。2011 年６月から 2016 年 10 月までで県内
の在宅診療をしている医師・歯科医師 20 名を訪問。
主な取材項目として、
１．現在行っている在宅医療の概要
　　（１－①訪問のスタイル　１－②訪問診療の人数）
２．診療報酬上の問題点
３．在宅医療提供にあたっての困難
４．歯科の場合は医科への要望。

【結果】１－①訪問スタイルの内訳は、いわゆる一馬力型８人、在宅専門６人、皮ふ科１人、小児科１人、歯科４人。
１－②訪問診療実人数は１人から 350 人で、一馬力型の平均 30 人、在宅
専門 134 人であった。
２．診療報酬上の問題として、
　　① 皮ふ科に往診を依頼したときに初回往診以後の訪問診療を往診とい

う形で請求。
　　② 在宅寝たきり患者処置指導管理料は 1,050 点だが、実際に使用して

いる物品の価格を全部足すと 16,972 円となる場合があり全くの持
ち出しとなっている（小児科）。

　　③ 歯科では口を開けてもらうまでの苦労に何ら報酬がない、20 分の
時間要件が不合理。

　　④ 在宅療養管理指導が１つの医療機関でしか算定できない。
３． 老老介護や独居の高齢者が増えている中で、在宅医療そのものの提供

が困難になってきている面がある。
４．歯科から医科の要望として
　　①口唇から咽頭までを素通りせずきちんと見る。
　　②口腔乾燥に注意を払うなど。

【考察】１． 県内の在宅医を 20 名訪問し、在宅医療の実情について取材した。
２．診療報酬上の問題を具体的に把握できた。
３． 医科歯科連携を特徴とする協会活動に、具体的に歯科から医科の要望

を提示できた。
４． 在宅医療の困難の一部が生活を成り立たせることの困難と結びついて

いる。   

第
32
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大
川
副
会
長
が

  
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
報
告

10
月
８
日
（
日
）
〜
９
日

（
月
・
祝
）、
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

（
愛
知
県
）
に
て
、
第
32
回
保

団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
８
２
６

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
包
括
ケ
ア

の
現
状
と
課
題
〜
３
つ
の
地
域

か
ら
の
提
言
」
に
お
い
て
大
川

義
弘
副
会
長
（
城
北
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
報
告
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
基
調
講
演
と
し

て
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
在
宅
連
携
医
療
部
長
の
三

浦
久
幸
氏
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
い
う
言
葉
が
公
的

文
書
に
記
載
さ
れ
た
2
0
0
3

年
ご
ろ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
政
策
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
い
っ

て
も
様
々
な
形
が
あ
り
、「
地

方
都
市
モ
デ
ル
」「
都
市
郊
外

モ
デ
ル
」「
過
疎
地
モ
デ
ル
」

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

展
開
の
仕
方
も
様
々
で
す
。
さ

ら
に
、
市
区
町
村
の
中
で
ど
こ

に
拠
点
機
能
を
置
く
か
と
い
う

こ
と
が
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
の
で
す
が
、
国
は
医
師

会
と
行
政
が
タ
ッ
グ
を
組
む
形

を
推
奨
し
て
お
り
、
実
際
そ
の

方
向
で
整
備
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
お
話
で
し
た
。

大
川
副
会
長
の
報
告
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
と
い
う
文
言
が

な
い
時
代
か
ら
、
患
者
に
と
っ

て
の
ケ
ア
を
考
え
て
き
た
結

果
、
外
来
、
訪
問
診
療
に
加

え
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
、
訪
問
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
、
さ
ら
に
介
護
予
防
教
室
や

地
域
支
援
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
偶
然
地
域
包
括
ケ
ア
を

や
っ
て
い
ま
し
た
！
と
い
う
明

快
な
内
容
で
し
た
。
そ
し
て
、

貧
困
、
核
家
族
、
老
老
介
護
な

ど
の
複
合
的
な
問
題
に
よ
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

だ
け
で
は
十
分
な
介
護
が
受
け

ら
れ
な
い
、
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て

し
ま
う
人
た
ち
が
い
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
公
的
保
障

が
欠
か
せ
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

安
井
直
氏
（
や
す
い
内
科
院

長
・
知
多
郡
医
師
会
会
長
）、

花
形
哲
夫
氏
（
花
形
歯
科
医
院

院
長
）
か
ら
は
、
医
師
会
・
歯

科
医
師
会
の
取
り
組
み
と
し
て

在
宅
医
療
連
携
の
現
状
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
事
前
に
回
収
し
た
質
問

票
へ
の
返
答
が
中
心
で
、
討
論

時
間
が
足
り
ず
、
消
化
不
良
の

状
態
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
が
残
念
で
し
た
。（
事
務
局　

橋
爪
真
奈
美
）

報告を行う大川義弘副会長活発な意見交換が行われた

シンポジウムには140人が参加した
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来年の診療報酬改定に向けた中医協の議論に係る厚労省提出資料を以下に掲
載する。 9月13日からは、「個別事項」の議論がスタートし、10月からは総会を
週 1回開催するなど急ピッチで議論が進んでいる。この間、リハビリテーション
（ 9月13日、10月25日）、がん、感染症等（10月 4 日）、救急、小児・周産期等（10
月11日）、精神医療（10月18日）についての課題と論点が示されている。
以下、上記項目ごとに「論点」の部分を整理して掲載する。（厚労省から提出
された資料を抜粋したものであり、引用に当たり文章そのものには特に手を加え
ていない）

1 ．リハビリテーション
（1） 疾患別リハビリテーション
①　維持期・生活期のリハビリテーション（10月25日中医協総会資料抜粋）
・  医療保険と介護保険のリハビリテーションの円滑な移行を推進する観
点から、介護保険のリハビリテーションへの移行が困難な理由等を踏ま
え、施設基準のうち、職員配置や設備を共用できるよう取扱いを見直し
てはどうか。

・ 標準的算定日数の上限の除外対象疾患に明確に位置づけられていない
が、リハビリテーションに長期間を要する状態として、外傷性の肩関節
腱板損傷等があることについて、どのように考えるか。

・  以上のような、医療保険のリハビリテーションが必要な患者にリハビ
リテーションが提供できるよう対応を行うこと等を前提に、要介護被保
険者の疾患別リハビリテーション料の算定に係る経過期間については、
当面、平成31年 3 月31日まで延長することとしてはどうか。

②　リハビリテーションに係る情報共有（ 9月13日中医協総会資料抜粋）
・  疾患別リハビリテーションの計画書については、介護保険のリハビリ
テーション事業所でも有用に活用できるよう、様式や取扱いを見直して
はどうか。

（2） 回復期リハビリテーション病棟（10月25日中医協総会資料抜粋）
・  回復期リハビリテーション病棟入院料について、アウトカム評価を推進
する観点から、リハビリテーションの提供、栄養管理等の取組状況も踏ま
えつつ、実績指数に基づく評価の在り方について、どのように考えるか。

・  退院後早期のリハビリテーションを充実する観点から、退院後早期の患
者については、疾患別リハビリテーション料の標準的算定日数の上限の除
外対象としてはどうか。また、そのような患者にも対応できるよう、病棟
に専従で配置されている理学療法士等が退院後のリハビリテーションを提
供できるよう専従の取扱いの見直しを検討してはどうか。

2 ．がん（がん医療の提供体制）（10月4日中医協総会資料抜粋）
①　小児がん医療
・  小児がん拠点病院が緩和ケアを含めて小児がん患者に必要な医療を提
供することが求められていること、小児入院医療管理料の届出状況等を
踏まえ、がん診療に係る加算等を見直してはどうか。

②　がんゲノム医療
・  がんゲノム診療の実用化に向け、より高度ながんの診療機能を有する
拠点病院を中心とした医療体制が検討されており、今後の進捗状況等を
踏まえて、診療報酬での評価のあり方を検討してはどうか。

3 ．緩和ケア（10月4日中医協総会資料抜粋）
（1） がん患者に対する緩和ケア
①　緩和ケア病棟
・　入院患者に対する緩和ケアについて、患者や家族の希望に沿った緩和
ケアの提供を推進する観点から、平均待機期間に係る現状や在宅緩和ケ
アとの連携等を考慮しつつ、評価の見直しを検討してはどうか。

②　がん性疼痛の医療用麻薬
・　緩和医療の質の向上の観点から、がん疼痛療法に適応のある医療用麻
薬のうち、新たに薬価収載されたものについては、投薬期間の日数上限
の取扱いについて、実際の使用実態を踏まえて、見直してはどうか。

③　在宅緩和ケア
・　在宅で療養する末期のがん患者に苦痛の緩和を目的とした酸素療法が
行われる場合については、在宅療養指導管理料等に関する取扱いの見直
しを検討してはどうか。

（2） 非がん患者に対する緩和ケア
・　進行した心不全の患者に対する緩和ケアについても、現行の末期のがん
患者等への緩和ケアに対する診療報酬上の評価を踏まえつつ、評価を検討
してはどうか。

4 ．感染症（10月4日中医協総会資料抜粋）
（1） 薬剤耐性（AMR）対策
・  薬剤耐性（AMR）対策の推進、特に抗菌薬の適正使用の推進の観点か
ら、現行の感染防止対策加算を参考としつつ、抗菌薬適正使用支援チーム
（AST）の取り組みの推進に資する評価を検討してはどうか。

（2） 小規模の結核病棟
・  結核対策の推進等により、結核の入院患者数は年々減少している状況の
中で、結核病床の確保の観点から、障害者病棟と併せて病棟を運営してい
る際に、結核病棟において重症度、医療・看護必要度のみを満たさない場合
等の小規模の結核病棟における取扱いを見直してはどうか。

5 ．移植医療（造血幹細胞移植の実施体制）（10月4日中医協総会資料抜粋）
・  造血幹細胞移植治療へのアクセス向上の観点から、造血幹細胞移植の
コーディネート期間の短縮に資するようなコーディネート体制がある場合
の、造血幹細胞移植の評価の見直しを検討してはどうか。

6 ．救急医療（救急医療の提供体制）（10月11日中医協総会資料抜粋）
・  救命救急センターの充実段階評価の見直しが予定されていることを踏ま
え、救命救急入院料の充実段階評価に係る加算についても見直すこととし
てはどうか。

7 ．小児・周産期医療（10月11日中医協総会資料抜粋）
（1） 小児慢性特定疾病の患者の入院医療
・  小児特定集中治療室管理料について、小児慢性特定疾病医療支援の対象
となる患者については、小児入院医療管理料と同様に、対象年齢の上限を
見直すこととしてはどうか。

（2） 妊産婦の外来管理
・  妊娠中に産科疾患以外の疾患で外来を受診した場合、妊娠の継続や胎児
に配慮した診療等、様々な合併症等を考慮した適切な診療が必要となるこ
とから、妊婦の外来管理に対する評価を検討してはどうか。

・  また、精神疾患を有する妊婦に対して、地域において、産科と精神科、
自治体等が有機的に連携して患者の診療を行う体制の推進に資する評価を
検討してはどうか。

8 ．医療安全対策（医療安全部門への医師等の配置）（10月11日中医協
総会資料抜粋）
・  医療機関における医療安全対策推進の観点から、専従の医師、薬剤師及
び看護師等を医療安全管理部門に配置している場合について、医療安全管
理者の配置の現状も踏まえつつ、医療安全対策加算の評価の見直しを検討
してはどうか。

9 ．精神医療（10月18日中医協総会資料抜粋）
（1） 措置入院に係る医療
・  措置入院の患者の退院後の継続的な支援を充実する観点から、入院早期
からの退院に向けた取組や自治体等との連携の推進に資する評価について、
現行の精神科措置入院診療加算等による評価を踏まえて、どのように考え
るか。

（2） 精神保健指定医の取扱い
・  精神保健指定医の創設経緯や役割、指定医に求められている業務内容が
入院患者に係るものが主であること等を踏まえ、通院・精神療法等における
精神保健指定医の評価の見直しを検討してはどうか。

（3） 精神疾患患者の地域移行
・  精神病床の入院患者が高齢化していることを踏まえ、地域への移行先（退
院先）に関する要件について、自宅や精神障害者施設に加えて、特別養護
老人ホームや介護老人保健施設を追加することについて、どのように考え
るか。

・  在宅時・施設入居時医学総合管理料と精神科重症患者早期集中支援管理料
について、精神疾患の患者の地域移行の支援を充実する観点から、それぞ
れの点数設定の目的等を整理した上で、評価の在り方を見直してはどうか。

（4） 精神科の急性期入院医療
・  精神科救急病棟及び精神科急性期治療病棟における、入院形態別の患者
割合や、患者の入院時の状況等の現状を踏まえ、より適切な精神科救急医
療体制の構築に資する評価の在り方について、どのように考えるか。

・  精神科の急性期病棟において、必要最小限の行動制限が求められている
ことを踏まえ、患者の状態に応じた適切な医療が提供できる体制を確保で
きるよう、評価のあり方について、どのように考えるか。

（5） 多様な精神疾患に対する医療
①　治療抵抗性統合失調症治療薬
・  治療抵抗性の統合失調症患者に対し、クロザピンによる適切な治療の
推進に資するよう、精神療養病棟入院料等の見直しについて、どのよう
に考えるか。

②　向精神薬の処方
・  向精神薬に係る処方料及び処方せん料の取扱いでは、睡眠薬、抗不安
薬それぞれで 3種類以上の場合を基準としているが、ベンゾジアゼピン
が睡眠薬、抗不安薬の両方に含まれること及びその依存性等を考慮し、
薬剤数や処方期間などの取扱いの見直しや、薬剤師・薬局等と連携した適
切な薬物療法の推進に資する評価を検討してはどうか。

③　認知症の早期の鑑別診断等
・  認知症の早期の鑑別診断や専門的な医療体制の確保の観点から、認知
症疾患医療センターの整備事業において、その類型が「診療所型」から「連
携型」へ見直されたことを踏まえ、認知症専門診断管理料の評価を見直し
てはどうか。

④　発達障害の患者への医療
・  発達障害の患者に対する治療プログラムの普及や適切な医学管理の推
進の観点から、現状では発達障害の患者を受け入れる体制が十分ではな
いことを踏まえ、現行の発達障害を含む患者への評価の見直しや、発達
障害の患者に対する専門治療プログラム等に対する評価を検討してはど
うか。

⑤　認知療法・認知行動療法
・  認知療法・認知行動療法の実施状況を踏まえ、医師が看護師と共同して
効果的・効率的に認知行動療法を提供する観点から、認知療法・認知行動
療法の専任の看護師に係る要件を見直してはどうか。

⑥　公認心理師
・  臨床心理技術者として医療機関で勤務する者のうち一定数が、新たな
国家資格である公認心理師を取得すると想定される。今後の養成者数の
動向等を踏まえつつ、臨床心理技術者等の配置を要件にしている診療報
酬について、どのように考えるか。

─各論の議論がスタート。維持期リハビリの経過措置は、
　2019年３月31日まで延長へ

事務局長　工藤　浩司
速報 中・医・協・資・料
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人
生
50
年

50
歳
を
少
し
過
ぎ
た
女
性

が
、「
最
近
疲
れ
や
す
く
身
体

が
だ
る
い
の
で
す
。
更
年
期
障

害
か
と
思
っ
て
婦
人
科
を
受
診

し
て
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
な
い
っ

て
言
わ
れ
た
け
ど
、
ど
こ
か
内

臓
の
方
が
悪
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
」
と
い
う
こ
と
で
来

院
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
ア
ラ
フ
ィ
フ
」

の
世
代
で
、
体
調
が
良
く
な
い

と
い
う
訴
え
で
受
診
さ
れ
る
女

性
は
多
い
。
人
間
に
と
っ
て
、

50
歳
前
後
と
い
う
の
は
大
き
な

節
目
の
よ
う
で
、
女
性
に
と
っ

て
一
番
の
原
因
は
更
年
期
障
害

だ
。
加
齢
に
伴
い
卵
巣
か
ら
分

泌
さ
れ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減

少
し
、
こ
れ
が
脳
の
視
床
下
部

の
自
律
神
経
中
枢
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
自
立
神
経
失
調
症
を
引

き
起
こ
す
。

ま
た
、
50
歳
前
後
の
時
期

は
、
子
ど
も
の
こ
と
や
夫
と
の

関
係
、
親
の
介
護
、
仕
事
を
し

て
い
れ
ば
責
任
を
持
た
さ
れ
る

な
ど
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
重

な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
僕
は
彼

女
の
訴
え
に
沿
っ
て
検
査
を
進

め
る
。
検
査
の
結
果
は
異
常
な

し
と
い
う
こ
と
が
多
い
。

こ
う
し
て
器
質
的
な
病
気

（
が
ん
や
炎
症
な
ど
に
よ
る
病

気
）
を
除
外
し
て
、
彼
女
に
、

身
体
を
動
か
す
よ
う
な
運
動
を

し
て
い
る
か
ど
う
か
聞
い
て
み

る
。
彼
女
は
結
婚
後
、
仕
事
を

し
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
る
の

に
一
生
懸
命
で
、
自
分
の
こ
と

は
い
つ
も
後
回
し
だ
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
結
婚
当
初
か
ら

体
重
が
10
㎏ 
も
増
え
て
し
ま
っ

た
と
嘆
く
。

か
つ
て
は
人
生
50
年
と
言

わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
僕

は
、
も
と
も
と
カ
ミ
サ
マ
は
人

間
の
身
体
の
保
証
期
間
を
50
年

と
し
て
創
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
50
年
と
い
う

年
月
は
、
子
ど
も
が
で
き
、
そ

の
子
ど
も
が
育
っ
て
結
婚
し

て
、
次
の
子
ど
も
が
産
ま
れ
る

頃
に
当
た
り
、
種
の
保
存
が
可

能
と
な
る
。
人
間
の
体
力
は
20

〜
30
歳
ご
ろ
が
ピ
ー
ク
で
、
40

歳
を
過
ぎ
る
と
急
激
に
衰
え
て

い
く
。
50
歳
と
い
う
の
は
、
そ

れ
ま
で
蓄
え
て
き
た
体
力
の
ス

ト
ッ
ク
が
な
く
な
る
頃
の
よ

う
だ
。

僕
も
50
歳
頃
に
沖
縄
の
普
天

間
基
地
が
一
望
で
き
る
嘉
数
高

台
公
園
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
展
望
台
ま
で
急
な
階

段
が
１
２
０
段
あ
る
の
だ
が
、

同
行
し
た
若
い
仲
間
た
ち
が
元

気
に
上
っ
て
い
く
の
に
、
僕
は

一
気
に
上
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
当
時
、
運
動
ら

し
い
も
の
を
全
く
し
て
お
ら

ず
、
不
摂
生
な
生
活
が
続
い
て

い
た
。
そ
れ
か
ら
僕
も
心
を
入

れ
替
え
て
、
歩
き
始
め
た
。
最

初
は
家
の
周
囲
を
30
分
ほ
ど
歩

く
だ
け
だ
っ
た
け
ど
、
金
沢
と

い
う
土
地
は
冬
の
天
候
が
悪
く

い
つ
で
も
歩
け
る
わ
け
で
は
な

い
。
健
康
の
た
め
に
歩
い
て
、

雪
で
滑
っ
て
骨
折
な
ん
て
こ
と

に
な
っ
た
ら
笑
い
話
に
も
な
ら

な
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
近

く
の
ジ
ム
へ
通
う
こ
と
に
し

た
。
最
初
に
普
天
間
に
行
っ
て

か
ら
２
年
後
に
、
同
じ
場
所
を

訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
今

度
は
、
一
度
も
休
ま
ず
に
一
気

に
展
望
台
ま
で
上
る
こ
と
が
で

き
た
。メ

ン
テ
ナ
ン
ス

カ
ミ
サ
マ
は
人
間
の
仕
様
を

お
お
よ
そ
50
年
と
い
う
ふ
う
に

創
っ
た
け
ど
、
一
方
で
、
そ
れ

以
降
は
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て

体
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
可
能

な
よ
う
に
も
創
っ
た
よ
う
だ
。

運
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
れ
ば
よ
い
の

で
あ
る
。
80
歳
の
高
齢
で
エ
ベ

レ
ス
ト
に
３
度
目
の
登
頂
に
成

功
し
た
三
浦
雄
一
郎
氏
の
よ
う

に
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
素
質
と

い
う
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ

て
あ
れ
だ
け
の
体
力
を
ス
ト
ッ

ク
で
き
る
の
で
あ
る
。

毎
月
１
回
通
院
し
て
い
る
90

歳
近
く
の
女
性
が
い
て
、
彼

女
は
毎
日
１
㎞ 
を
泳
い
で
い

る
。
彼
女
は
石
川
県
の
マ
ス

タ
ー
ズ
の
競
技
会
に
参
加
し
て

い
る
が
、
い
つ
も
年
齢
別
の
マ

ス
タ
ー
ズ
の
新
記
録
を
打
ち
立

て
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
あ
90
歳

近
く
に
な
っ
て
１
㎞ 
泳
ぐ
仲
間

が
い
な
い
よ
う
だ
け
ど
。
僕

は
、
全
国
に
い
け
ば
誰
か
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
と
そ
そ
の
か
し
て

い
る
。

さ
て
、
最
初
に
紹
介
し
た
女

性
だ
が
、
僕
の
話
を
聞
い
て
が

ん
ば
り
は
じ
め
た
。
毎
日
30
分

く
ら
い
「
歩
く
ぞ
と
い
う
ス
タ

イ
ル
（
こ
れ
が
大
事
だ
）」
で
、

少
し
早
め
に
歩
い
て
い
る
。
最

初
の
１
カ
月
で
２
㎏ 
体
重
が
落

ち
て
、
身
体
が
軽
く
な
っ
た
と

い
う
。
身
体
の
だ
る
さ
や
疲
れ

も
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ
た
そ
う

だ
。
そ
し
て
、
表
情
も
明
る

く
、
若
返
っ
て
き
た
よ
う
な
。

僕
は
、
１
㎏ 
減
で
１
歳
若
く
な

る
そ
う
だ
よ
と
あ
ま
り
根
拠
の

な
い
話
を
ま
じ
め
に
話
す
。
彼

女
は
僕
の
話
を
信
じ
て
５
歳
く

ら
い
は
若
返
り
た
い
と
欲
張
っ

て
い
る
。

初日、10月 4 日午前の会議は、まず「人
道主義のイニシアチブと核兵器禁止条約」
について議論されました。司会は、講演
で日本に来られたこともあるTilman Ruff  
氏。この会議がMedactやヨーク大学の皆
さん、ICAN、IPPNW、国境なき医師団
など多くの方々の協力の賜物であること
を話されました。また、核戦争が起きた
時の影響や、国際赤十字や国際的な公衆
衛生の会議などが、核兵器の非人道性を
明らかにしてきました。その結果、「核兵
器禁止条約」が多くの交渉参加国により
採択され、批准されれば条約となるまでに至りました。しかし、これでわ
れわれのチャレンジが終わったということではありません。核保有国は、
この条約が成立しないように画策していますし、これからも核兵器を保持
すると明言しています。米朝の緊張も高まっています。“ヒロシマ・ナガ
サキ”の繰り返しも起こらないと言い切れるでしょうか。核兵器をなくす
上で、今回の会議が重要であること、平和を求める中でしか、人々の健康
を守ることができないと強調されました。まさに、今大会のスローガン
“HEALTH through PEACE”です。
会議が終わり、初日の夜は歓迎レセプションでした。ところが、ここで

も手違いが発生。予定していた鉄道博物館のレストランに、なんと日本ご
一行様26人の名前が無かったのです（ヨーク大学の食堂に予約が入ってい

たのです）。急遽、近くで大
人数が入れるレストランはな
いか右往左往の大騒ぎ。駅の
近くで昨日入ったレストラン
は大きかった、という情報。
午後 8 時を過ぎていました
が、予約が取れました。全
員、堰が切れたように食事、
ワイン、ビールをお腹いっぱ
いに詰め込みました。おいし
かった。当然、費用は旅行会
社が代行です。　
反核医師の会・日本ブースでは、鶴の折り方の指導に人気が集まり、原
爆症で亡くなられた「折り鶴の少女・佐々木禎子さん」の話をしながら「ヒ
バクシャ国際署名」を集めました。“NO!  Nuclear Weapons”と書かれた「う
ちわ」も人気でした。その横に、漫画『はだしのゲン』の英語版『Bearfoot 
Gen』の寄贈を募集するコーナーを設けました。原爆の非人道性をこれほ
ど見事に描いた作品はないでしょう。漫画という誰にでも理解しやすい方
法で、被爆者のみならずその子孫にまで不幸をもたらす兵器の真実を伝え
る傑作と思います。 7人分の枠に 6人の希望がありました。Tilman Ruff 

氏も立ち寄られ、希望
されました。コピー版
を読んだことがあると
のことでした。その他
5人のうち 3人は若い
方でヨーク大学の学生
でした。在学する学生
が参加できるシステム
に、イギリスという国
の自由さを感じるひと
ときでした。

武藤　一彦（白山市・小児科）

平和を通して健康を！平和を通して健康を！
IPPNW世界大会　ヨーク体験記in

vol.2

原

　和
人
（
金
沢
市
・
外
科
）

身
体
が

　だ
る
い
の
で
す
が

ハラゴン
の

診療日記
ハラゴン
の

診療日記
ハラゴン
の

診療日記
その7

『BarefootGen』を宣伝する筆者

Tilman Ruff  氏を囲んで記念撮影

『BarefootGen』寄贈募集コーナー
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（10月号のつづき）

④沖縄問題―リアリズムの視点から
著者らは、仲井眞前知事時代の行政マンたちで、沖縄県政の実務と論理

を示し、沖縄を正しく認識して欲しいとの思いで上梓したと言う。沖縄の歴
史、経済振興の問題、財政と米軍基地の問題、基地問題の理想と現実、沖縄
県の外交について分担執筆している。ここでは、基地問題、辺野古移転問題
を主に紹介する。
沖縄は他県に比べ政府の補助金の割合が高いとの批判があるが、国庫支

出金、地方交付税の依存度は高いものの、総額では全国17位、県民一人あた
りでは全国平均の 2倍で 9位である。県民総所得における基地関係収入の割
合は、復帰直後16％、2013年度は 5％まで縮小した。米軍基地の総面積は 2
万 3 千haで県土面積の10％を占め、特に海兵隊の占める面積が大きい。日
米安全保障条約や地位協定に規定される米軍の行動は、多くの場合、地方自
治体の権限外である。県民の願いは、米軍基地のない状態で平和に暮らした
いことに尽きる。太田知事時代、1995年に米兵による少女暴行事件が起きた。
この時「基地返還アクションプログラム」が作成され、2015年までに沖縄米
軍基地全廃を決めたが理想論で終わった。理想論を背負った政治と、現実に
向き合う行政実務の間に齟齬が発生した。
1996年、当時の橋本総理、クリントン大統領の会談で市街地にある普天間

基地の移転を決め、日米両政府が「沖縄に関する特別行動委員会（SACO）」
で、移転先を名護市の辺野古地区に決定。地元名護市での移転先をめぐる市
民投票では反対票が多かったが、比嘉市長は受け入れに同意して辞任。1998
年移転反対の太田知事が、知事選で受け入れに反対しない稲嶺氏に敗れた。
2009年に政権交代。鳩山総理は「最低でも県外」と辺野古移転反対を表明

するも、後に撤回。稲嶺知事の後任の仲井眞知事も初めは辺野古移転に同意

しなかったが、後に撤回。安倍内閣発足後、辺野古移転は急速に進み、公有
水面埋立申請書が防衛施設庁から県に提出される。申請審査は担当部局で
粛々と実施。瑕疵はなく、仲井眞知事により移転工事は認可されたが、2014
年に翁長知事となり、移転反対の立場となっている。
行政の立場としては、政治に振り回された四半世紀だが、政治がどうだ

ろうと、行政は粛々と仕事をするのみと言う、著者らの矜持を感じる。
最後に一点。沖縄は「外交」もする。西銘知事から翁長知事まで、何度も

渡米し、「蟷螂（とうろう）の斧」と言われ続けても、米国政府要人と面会し、
沖縄の気持ちを伝え続けている。

⑤辺野古問題をどう解決するか
新外交イニシアティブ（ND）は、日本、アジア諸国の政府へ政策提言す

るシンクタンクである。本著はNDメンバーの元内閣官房副長官補、沖縄出
身のジャーナリスト、東京新聞論説委員、大学教員、弁護士らが分担執筆し
た。日本の総面積のわずか0.6％の沖縄に70％の米軍基地が集中する現実。
県民の多くが反対しているにも関わらず、なぜ辺野古に新基地が必要なの
か。詳細に検討し、新基地を建設させない具体的な提言を行っている。辺野
古新基地は米軍海兵隊の基地であるが、在沖米軍の兵力比で60％、面積比で
70％を海兵隊が占める。
NDによる検証の結果、沖縄に海兵隊の主力を置く必要性はない。部隊運

用を消防に例えると、今の体制は消防車を佐世保に置き、消防士を沖縄に置
くようなもの。火事のとき、消防車が沖縄で消防士を拾って現場に駆け付け
る状態であると言う。ならば有事に海兵隊を航空機で佐世保に運び、揚陸艦
に乗せればよい。また、海兵隊の分散配置が計画されているので、隊員を運
ぶ高速輸送船を日本が提供することも提案している。著者の猿田氏は何度も
渡米し、米国議会議員、国防関係者、アーミテージやジョセフ・ナイなど親
日の有力者と意見を交換している。彼らも本音では、「別に、辺野古でなく
てもよい。それは日本の都合」と漏らすのである。

⑥沖縄と国家
徹底的な反権力、反国家主義を貫いてペン一本で戦ってきた辺見氏と、

沖縄生まれで、反基地闘争を貫き、辺野古でもカヌーを湾内に出し、「国家
の番犬」たる海保と、身をていして対峙している目取真氏との対談。超過激
なやりとりが飛ぶ。気になった二つのことを指摘しておく。
一つは沖縄と昭和天皇との関係である。敗戦が決定的になった1945年 2

月、戦争の終結を提言した近衛上奏文が出たが、天皇は沖縄を本土防衛の捨
て石として無視し、戦争を続行し沖縄に大きな犠牲を生んだ。戦後、記者会
見で天皇の戦争責任を問われたとき、「それは言葉のアヤですよ」と受け流
したこと。さらに、1947年に天皇が側近を介して、GHQの外交部長に迫り
来る共産主義の脅威のため沖縄の占領を長く続けることを要請したこと。こ
の憲法違反の行為を、日本のメディアがスルーしてしまったのである。
二つ目は、目取真氏の発言。ここ十数年で全国で「九条の会」がたくさん

できたが、意図的に平和運動の軸足を、日米安保反対から、九条擁護に移し
ている。日米安保に触れなければ、米軍基地に反対する必要もなく、楽な運
動をしている。沖縄から見て、日米安保抜きの九条護憲運動は欺瞞でしかな
いと手厳しい。

⑦在日米軍 　 変貌する日米安保体制
本書は在日米軍の実態、軍事的評価、市民生活への影響、将来への展望な

どを分かりよく解説した良書だが、字数の関係で、話題を一つだけ紹介する。
米軍が地位協定維持に固執するのは、兵士は国家の命により、殺し殺さ

れる宿命があることにある。そのストレスは大きなもので、まして環境が異
なる海外駐留では尋常ではない。そこで送り出す国は、特権意識を持たせ、
国家の庇護の元に置かれていることを分からせようとする。それが地位協定
における特権を手放さない理由である。日本政府もそれを知っているから改
訂に努力しないのである。なるほどと思う。

読み終えて
沖縄人（ウチナーンチュー）は独自の歴史・文化を持った誇り高き人々で

ある。しかし江戸時代以降、本土人（ヤマトゥンチュー）に誇りをずたずた
にされ、いくつかの歴史の転換点で、自分たちの運命を決めることができな
かった。本土人からすれば、沖縄人は自分たちより遅れた人々であるとの沖
縄人蔑視思想があると思う。日米安保は必要だし米軍にはいてほしい。地位
協定は問題はあるが我慢するから。でも米軍基地はわが街にはいらない。沖
縄に全て持っていってほしい。お金をばらまけば沖縄人は我慢するから・・・。
そんな身勝手な考えが本土人にはあるのではないかと。しかし、巨大な米軍
基地のため、沖縄人は本当に苦しんでいる。市民生活に大きな悪影響が出て
いる。それはお金では償えないものだ。それが読後の感想である。
百聞は一見にしかず。当協会の沖縄ツアー参加者は、現地に入り、どの

ように感じるか、楽しみである。

○テーマ─

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的ににににににに思索思索思索思索思索思索思索思索思索思索思索思索するするするするするするするするするするするするするするするするするするするするするする複眼的に思索する
54その読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室

「沖縄」を読む
─沖縄の歴史、文化そして辺野古問題まで─（後編）

● ● ● ● ● ● ● ● ● 【読んだ本】 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

④沖縄問題
―リアリズムの視点から
●高良倉吉（編著）
●中公新書
●2017年1月初版

⑥沖縄と国家
●辺見庸、目取真俊（共著）
●角川新書
●2017年8月初版

⑤辺野古問題をどう解決するか
─新基地をつくらせないための提言
●新外交イニシアティブ（編者）
●岩波書店
●2017年6月初版

⑦在日米軍 変貌する日米安保体制
●梅林宏道（著）
●岩波新書
●2017年6月初版
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動
制
限

石川県保険医協会 主催

※現地集合・解散（敷地内・無料駐車場あり）

保険医協会会員、ご家族、スタッフ

農村体験施設 にわか工房（白山市三ツ屋野町ト-3-7) 

◆昼食内容・・・手打ちそば、そばがき、そばだんご
※「そばがき」…蕎麦粉を熱湯でこねて餅状にした食べ物「かいもち」とも呼ばれています
※「そばだんご」…そば粉にお湯を加えて練り、お団子状にしたもの

ー人 1,500円（体験料、食事代込み）

対象

参加費

場所

◆午前10時30分～体験開始、できあがり次第お食事　12時過ぎ解散予定
2017年11月26日（日）日時

石川県保険医協会 文化企画

午前10時15分集合

30人定員 申込締切：11月20日（月）まで

2017年2017年2017年2017年2017年11111111月月2626262626日（日）日（日）日（日）日（日）

第1回 そば打ち体験

突然のケガ・病気の
備えに…保険医

休業保障共済保険
加入チャン

スは

年２回です！

申込取扱い期間

加入申込資格

2017年9月16日（土）～12月31日（日）
（加入日　2018年4月1日（日））

次のいずれも該当する方
①加入日現在健康でひとつの主たる医療機関等で週４日以上かつ週16時間以
上業務に従事している方

②59歳（1958年10月2日以降に生まれた方）までの保険医協会会員で、約款
に同意できる方

問い合わせ・申し込みは、石川県保険医協会まで 電話 076(222)5373 ＦＡＸ 076(231)5156

①給付は長期（最長で730日）、免責は短期（５日間）
傷病休業給付金の給付期間500日を超えて連続して休業された場合

は、長期療養給付金が最長230日給付されます。

③掛金は加入時のまま満期まで変わりません。

④入院はもちろん、自宅療養でも、代診をおいても
給付できます。
⑤掛け捨てではありません。脱退給付金が支払われます。
⑥他の所得補償保険等の加入に関係なく給付されます。

②病気でも事故でも、再発でも後遺症でも、何度でも給付されます！（５００日以内）

加入年齢 ～29歳

2,500円 2,800円 3,000円 3,300円 3,700円1口

30～39歳 40～49歳 50～54歳 55～59歳

給　付　額
最大給付額 1口当たり

入院1日

8口加入全期間（730日）入院の場合
（通算500日まで）

4,304万円 8,000円
自宅1日 6,000円

石 川 保 険 医 新 聞 2017年11月15日（毎月15日発行）（8）第547号



ゴルフコンペ 2017

好天に恵まれて
　　　　初の病院対抗戦も開催

Golf Competition

理事　斉藤　典才（金沢市・外科）

　今年のゴルフコンペは、10月１日（日）に朱鷺の台カントリー
クラブ能州台コースで開催しました。好天に恵まれ30人が参加し、
個人戦に加え、医科チーム７人、歯科チーム７人、コ・メディカル
チーム16人による団体戦も行いました。個人戦では、常連の能勢
大尚先生（歯科）が44.45（グロス89、ネット69.８）のスコアで
見事に優勝され、また、ベスグロ賞は長哲也先生（歯科）が39.41
（グロス80、ネット74.０）で獲得しました。団体戦は、歯科チー
ムがネット平均スコア74.８で他の２チーム（コ・メディカル
80.４、医科76.９）を押さえて例年通りの優勝を果たしました。
懇親会では、山形県産の豪華フルーツや平田副会長セレクトのお
酒、大平会長賞（優勝商品よりも高価？）が用意され、皆さん楽し
まれたことと思います。なお、今年は金沢市立病院のお二人が初参
加で、金沢市立病院・城北病院・千木病院の病院対抗戦も行い、千
木病院が優勝しました。来年度は病院対抗戦の優勝カップも用意し
ます。多くの皆さんのご参加をお待ちしております。

保
険
医
協
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
、
２
０
１
７
年
10
月
１

日
（
日
）
に
朱
鷺
の
台
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
・
能
州
台
コ
ー
ス

に
て
開
催
さ
れ
た
。
秋
晴
れ
の

快
晴
の
中
、
ス
タ
ー
ト
時
の
気

温
は
19
℃
だ
っ
た
が
徐
々
に
暑

く
な
り
、
25
℃
ま
で
上
が
っ

た
。
参
加
者
は
、
医
科
7
人
、

歯
科
7
人
、
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル

16
人
の
30
人
。
ア
ウ
ト
４
組
イ

ン
４
組
の
同
時
ス
タ
ー
ト
で
行

わ
れ
た
。

コ
ン
ペ
は
、
大
先
輩
か
ら
若

人
ま
で
楽
し
く
雑
談
し
な
が
ら

も
、
真
剣
に
ゴ
ル
フ
に
集
中
し

て
い
た
。
幹
事
の
先
生
方
の
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
感
じ
が
そ

の
ま
ま
コ
ン
ペ
の
雰
囲
気
と
な

り
、
と
て
も
楽
し
く
和
や
か
な

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
表
彰

式
に
も
続
き
、
参
加
者
は
全

員
参
加
賞
を
頂
き
、
そ
れ
と

は
別
に
順
位
賞
、
女
性
順
位
、

N
P
、
D
C
、
B
G
、
そ
の
他

お
酒
好
き
賞
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
、
参
加
者
は
皆
、
賞
品
を

抱
え
て
帰
宅
し
た
。

さ
て
、
ゴ
ル
フ
の
ス
コ
ア
に

つ
い
て
は
、
私
が
ア
ウ
ト
44
、

45
の
89
で
H
D
C
P
19
・
20

10
月
１
日
、
朱
鷺
の
台
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
石

川
県
保
険
医
協
会
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ぺ
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
の
た
め
に
仕
事
を
し

て
い
る
！
と
公
言
し
て
い
る
ほ

ど
ゴ
ル
フ
が
大
好
き
な
私
は
、

富
山
県
の
ふ
れ
あ
い
薬
局
で
薬

剤
師
を
し
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ル

フ
の
お
誘
い
は
断
ら
な
い
！
が

モ
ッ
ト
ー
な
の
で
、
今
回
、
城

北
病
院
の
斉
藤
典
才
先
生
に
お

誘
い
い
た
だ
き
、
１
時
間
半
の

道
の
り
を
車
を
飛
ば
し
て
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

爽
や
か
な
秋
晴
れ
、
ほ
ぼ
無

風
。
ス
コ
ア
の
悪
さ
を
天
候
の

じ
て
新
し
い
仲
間
を
作
り
交
友

を
深
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

今
回
同
伴
し
て
く
だ
さ
っ
た

平
田
米
里
先
生
、
ま
た
千
木
病

院
の
登
坂
宇
津
彦
先
生
、
中
田

俊
良
先
生
と
は
初
対
面
で
し
た

が
、
そ
こ
は
ゴ
ル
フ
を
愛
す
る

者
同
士
！　

自
然
と
話
は
盛
り

上
が
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
楽
し

い
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お

誘
い
い
た
だ
き
ま
し
た
斉
藤
典

才
先
生
を
は
じ
め
、
コ
ン
ペ
開

催
に
あ
た
り
幹
事
を
務
め
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
石
川
県
保

険
医
協
会
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

せ
い
に
は
で
き
な
い
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
以
前
一

緒
に
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
あ
る
平
田
歯
科
医
院
の

平
田
米
里
先
生
か
ら
言
わ
れ
た

目
標
：
ハ
ー
フ
42
に
は
残
念
な

が
ら
届
か
ず
、
43
・
47
と
い
う

ス
コ
ア
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

こ
は
上
手
な
人
も 

そ
う
で
な
い

人
も
対
等
に
戦
え
る
新
ペ
リ
ア

方
式
に
よ
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
の
お
か
げ
で
、
女
性
の
部
優

勝
と
い
う
思
わ
ぬ
幸
運
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
の
魅
力
は
、
緑
濃
い

芝
生
を
歩
き
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

に
富
ん
だ
空
気
の
中
で
解
放
感

が
得
ら
れ
る
こ
と
、
練
習
し
て

も
練
習
し
て
も
上
手
く
な
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
ス

ポ
ー
ツ
の
中
で
最
も
難
し
く
奥

が
深
い
こ
と
、
ラ
ウ
ン
ド
の

後
、
仲
間
と
反
省
会
と
称
し
た

飲
み
会
を
開
き
ゴ
ル
フ
談
義
に

花
が
咲
く
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
最
も
素
晴
ら
し

い
魅
力
は
、
年
齢
性
別
、
職
業

な
ど
関
係
な
く
、
ゴ
ル
フ
を
通

個
人
の
部
優
勝

大
先
輩
か
ら
若
人
ま
で

能
勢

　大
尚
（
加
賀
市
・
歯
科
）

が
つ
き
ネ
ッ
ト
69
・
80
で
優
勝

し
た
。
内
容
は
ア
ウ
ト
、
パ
ー

6
、
ボ
ギ
ー
2
、
5
オ
ー
バ
ー

1
、
イ
ン
、
パ
ー
4
、
ボ
ギ
ー

2
、
ダ
ボ
2
、
4
オ
ー
バ
ー

1
、
と
散
々
だ
っ
た
が
、
大
叩

き
し
た
と
こ
ろ
が
う
ま
く
隠
し

ホ
ー
ル
に
入
っ
て
い
た
お
か
げ

で
ハ
ン
デ
ィ
が
い
っ
ぱ
い
付

い
た
。
特
に
D
C
の
ロ
ン
グ

ホ
ー
ル
は
2
つ
と
も
、
力
み
が

入
り
、
欲
張
っ
て
失
敗
し
た
。

パ
ー
5
な
の
に
ア
ウ
ト
10
、
イ

ン
9
打
っ
て
し
ま
っ
た
。
猛
反

省
。
次
回
は
B
G
を
取
れ
る

よ
う
に
精
進
し
た
い
。

来
年
度
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

期
待
を
持
ち
つ
つ
、
幹
事
の
皆

さ
ま
に
感
謝
し
て
こ
れ
に
て
終

了
。

女
性
の
部
優
勝

ゴ
ル
フ
を
愛
す
る
者
同
士

藤
本

　美
和
子

（
富
山
県
ふ
れ
あ
い
薬
局
・
薬
剤
師
）

－持ち上げない・抱え上げないケア－
看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための看護・介護職員のための腰痛対策腰痛対策腰痛対策腰痛対策腰痛対策看護・介護職員のための腰痛対策

と  き

対　象ところ

定　員 参加費

医療・福祉関係職の方など

講  師 保田　淳子 氏
日本ノーリフト®協会代表理事、看護師

ホテル金沢 ２階・ダイヤモンド

１００人 5００円

2018年1月14日（日）
午前10時～正午

●●●●医師とコ・メディカルの講演会●●●●

主催 石川県保険医協会／学術・保険部●詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

石 川 保 険 医 新 聞 第547号（9）2017年11月15日（毎月15日発行）



か
つ
て
私
の
家
は
網
元
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
私
の
中
学
校

入
学
の
こ
ろ
に
は
、
小
さ
な
動
力
船
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
通
常
の
〝
刺
し
網
・
定
置
網
〞
な
ど
で
な
く
、

昔
の
田
舎
な
ら
で
は
の
漁
法
も
体
験
し
た
。

フ
ク
ラ
ギ
：
動
力
船
が
疑
似
餌
を
ぶ
ら
下
げ
た
小
さ
な
船

形
木
片
を
沖
で
引
き
回
す
と
、
木
片
か
ら
き
れ
い
な
ハ
の
字

型
の
波
し
ぶ
き
が
立
つ
。
波
し
ぶ
き
の
変
化
で
魚
が
か
か
っ

た
こ
と
を
知
る
の
だ
が
、
私
に
は
毎
度
目
を
凝
ら
し
て
も
全

く
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。

イ
カ
：
夏
の
イ
カ
の
一
本
釣
り
は
面
白
い
。
そ
れ
に
冬
と

違
っ
て
海
水
を
浴
び
て
も
温
か
い
の
が
う
れ
し
い
。
動
力
船

の
ス
ク
リ
ュ
ー
に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
、
イ
カ
の
泳
ぐ
速
度

ま
で
落
と
す
。
波
の
揺
れ
を
感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
糸
を
流

す
の
は
心
地
良
い
。
浅
い
海
底
の
少
し
上
に
い
る
イ
カ
を
疑

似
餌
で
引
っ
か
け
る
の
だ
が
、
大
き
い
イ
カ
は
逆
噴
射
の
力

も
強
く
、
根
が
か
り
し
た
か
と
思
う
ほ
ど
の
重
さ
で
あ
る
。

ど
れ
く
ら
い
大
き
い
か
っ
て
？　

イ
カ
刺
し
に
す
る
と
、
一

パ
イ
で
大
皿
に
山
の
よ
う
に
積
み
上
が
る
。

車
エ
ビ
：
わ
が
故
郷
は
干
拓
に
よ
っ
て
自
然
の
一
部
が
失

わ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
時
期
は
そ
の
お
返
し
に
神
が
少
し

ば
か
り
島
民
に
楽
し
い
思
い
出
を
与
え
て
く
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
浅
瀬
を
内
と
外
に
隔
離
す
る
堤
防
の
内
側
で
大
繁

殖
し
た
車
エ
ビ
を
捕
る
の
は
至
っ
て
簡
単
。
柄
の
な
い
タ
モ

（
直
径
１
・
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
）
を
棒
の
先
に
紐
で
つ
る
し
、

１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
水
面
下
に
沈
め
る
。
後
は
懐
中
電
灯
で
タ

モ
を
照
ら
し
、
静
か
に
待
つ
。
車
エ
ビ
が
横
切
る
の
が
見
え

る
や
否
や
、
一
挙
に
タ
モ
を
持
ち
上
げ
る
だ
け
。
子
ど
も
で

も
一
晩
で
バ
ケ
ツ
一
杯
は
簡
単
に
取
れ
た
。
ひ
と
夏
だ
け

だ
っ
た
が
ね
。

ボ
ラ
：
た
ま
た
ま
30
メ
ー
ト
ル
四
方
ほ
ど
の
内
海
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
ボ
ラ
に
は
ホ
ン
ト
気
の
毒
な
こ
と
を
し
た
。
何

し
ろ
、
干
拓
工
事
に
使
う
〝
ハ
ッ
パ
〞
を
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に

小
石
と
一
緒
に
入
れ
て
、
ド
ー
ン
！
と
や
っ
た
の
だ
か
ら
。

水
柱
が
高
く
上
が
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
百
匹
ほ
ど
の
ボ
ラ

が
腹
を
上
に
水
面
に
浮
か
ぶ
。
彼
ら
が
正
気
に
戻
る
ま
で
の

数
分
の
間
に
、
孟
宗
竹
（
も
う
そ
う
ち
く
）
を
半
分
に
し
た

竿
で
か
き
集
め
る
。
た
い
て
い
半
分
以
上
は
途
中
で
我
に
返

り
、
見
え
な
く
な
っ
た
。

他
に
も
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
体
験
を
し
た
。
し
か
し
、

わ
が
子
は
山
の
話
で
も
海
の
話
で
も
全
く
興
味
を
示
さ
な

か
っ
た
。

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

医者が
大病に見舞われたとき
医者が
大病に見舞われたとき

三宅　靖（金沢市・内科）

38回シリーズ

忘
れ
も
し
な
い
朝

腰
痛
で
昨
年
８
月
11
日
に
入

院
し
、
そ
れ
が
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
に
よ

る
化
膿
性
脊
椎
炎
・
敗
血
症
と

い
う
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

り
、
抗
菌
薬
を
中
心
と
し
た
治

療
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
の

で
す
が
、
改
善
傾
向
が
な
い
た

め
頸
椎
と
腰
椎
の
感
染
巣
を

狙
っ
て
ド
レ
ナ
ー
ジ
を
行
う
こ

と
と
な
り
手
術
の
予
定
と
な
り

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
呼
吸
状

態
が
悪
く
な
り
、
８
月
20
日

す
ぎ
に
は
C
R
P
も
35
・
０

㎎ 
／
㎗ 
と
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ

と
の
な
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
さ
す
が
に
厳
し
い
状
態

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
考

え
た
く
な
い
こ
と
で
す
が
、
い

よ
い
よ
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
話
の
中
で
「
い
つ

死
ん
で
も
い
い
」
な
ど
と
お
っ

し
ゃ
る
方
も
あ
る
の
で
す
が
、

あ
れ
は
本
心
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
現
実
に
命
の
危
機
が
眼
前

に
迫
っ
て
く
れ
ば
誰
で
も
「
生

き
て
い
た
い
」
と
思
う
は
ず
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

あ
れ
は
忘
れ
も
し
な
い
８
月

24
日
の
朝
で
し
た
。
早
朝
に
妻

を
呼
び
出
し
て
話
を
し
ま
し

た
。
今
の
状
況
は
今
ま
で
自
分

が
見
送
っ
て
き
た
ど
の
患
者
さ

ん
と
比
べ
て
も
決
し
て
良
い
と

は
言
え
な
い
、
自
分
は
も
う
だ

め
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
妻

に
対
し
て
は
本
当
に
感
謝
し
か

な
い
こ
と
を
言
っ
た
後
、
も
し

か
し
た
ら
最
後
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
頼
み
ご
と
を
し
ま
し

た
。
最
悪
の
事
態
と
な
っ
た
後

の
診
療
所
の
後
始
末
を
頼
み
、

早
め
に
売
っ
た
方
が
い
い
か
も

し
れ
な
い
と
言
い
ま
し
た
。
遺

言
状
は
10
年
以
上
も
前
に
作
成

済
み
な
の
で
手
続
き
は
そ
ん
な

に
煩
雑
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う

が
、
自
分
名
義
の
預
貯
金
は
す

ぐ
に
は
動
か
せ
な
く
な
る
の
で

今
の
う
ち
に
可
能
な
限
り
現
金

化
し
て
お
く
よ
う
に
。
そ
し
て

実
は
・
・
・
自
分
の
寝
室
の
と

あ
る
と
こ
ろ
に
か
な
り
立
派
な

葬
式
が
で
き
る
く
ら
い
の
現
金

が
置
い
て
あ
る
の
で
そ
れ
も

使
っ
て
ほ
し
い
と
、
ヘ
ソ
ク
リ

の
場
所
ま
で
ゲ
ロ
っ
て
し
ま
い

ま
い
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
こ

の
病
気
か
ら
回
復
し
て
ヘ
ソ
ク

リ
の
あ
り
か
を
教
え
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
後
悔
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
て
、

結
果
的
に
は
そ
の
通
り
に
な
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
な
の
で
す
が
・
・
・
不

覚
で
し
た
。
さ
ら
に
自
分
の
通

夜
が
営
ま
れ
、
皆
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
く
事
態
に
な
っ
た
ら
、

会
場
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
は
ラ
イ
オ
ネ

ル
・
リ
ッ
チ
と
ダ
イ
ア
ナ
・
ロ

ス
の
「
エ
ン
ド
レ
ス
ラ
ブ
」
を

か
け
て
ほ
し
い
と
リ
ク
エ
ス
ト

も
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
、
も
し
病
理
解
剖
を

お
願
い
さ
れ
た
ら
ぜ
ひ
受
け
て

ほ
し
い
、
自
分
が
医
療
人
と
し

て
で
き
る
最
後
の
貢
献
だ
か

ら
・
・
・
と
頼
み
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
笑
い
話
の
よ
う
で
す

が
、
そ
の
と
き
は
真
剣
そ
の
も

の
で
し
た
。
妻
も
す
で
に
相
当

の
覚
悟
を
し
て
い
た
よ
う
で
、

黙
っ
て
頷
き
な
が
ら
聞
い
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。

手
術
と

　不
思
議
な
夢

同
じ
日
の
午
前
中
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
金
沢
病

院
の
渡
辺
副
院
長
が
私
の
病

室
に
こ
れ
ま
た
「
す
っ
飛
ん

で
」
き
ま
し
た
。
手
に
は
前
日

に
撮
影
し
た
造
影
Ｃ
Ｔ
も
お
持

ち
で
し
た
。
そ
の
と
き
に
腸
腰

筋
膿
瘍
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
を

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
ま
ず
腸
腰
筋
膿
瘍

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
腰
椎
に
感

染
が
及
び
さ
ら
に
敗
血
症
と
な

り
、
頸
椎
に
は
血
行
性
に
細
菌

が
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推

測
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
感
染
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
は
腸
腰
筋
の
感
染
巣
に
対

す
る
ド
レ
ナ
ー
ジ
が
不
可
欠
と

さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
手
術

と
な
り
ま
し
た
。
全
身
麻
酔
下

に
ド
レ
ナ
ー
ジ
を
行
い
手
術
は

完
了
し
た
の
で
す
が
、
気
管
内

挿
管
の
チ
ュ
ー
ブ
を
抜
い
た
と

こ
ろ
呼
吸
状
態
が
非
常
に
悪

く
、
呼
吸
管
理
が
必
要
と
さ
れ

再
挿
管
と
な
り
、
そ
の
後
５
日

間
人
工
呼
吸
器
に
繫
が
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

私
に
は
そ
の
間
の
記
憶
は
な
い

の
で
す
が
、
人
工
呼
吸
器
が
外

れ
る
こ
ろ
、
不
思
議
な
夢
を
み

ま
し
た
。
自
分
が
闇
の
中
に
い

て
ロ
ー
プ
が
何
本
か
付
い
た
ト

ロ
ッ
コ
の
よ
う
な
も
の
に
仰
向

け
に
寝
て
い
る
の
で
す
。
そ
し

て
年
齢
・
性
別
不
詳
の
複
数
の

人
が
そ
の
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
っ

て
い
る
の
で
す
。
ト
ロ
ッ
コ
の

進
行
方
向
に
は
一
点
だ
け
明
る

く
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
そ
の
光
に
向
か
っ
て
私
の

体
を
ト
ロ
ッ
コ
ご
と
投
げ
出
し

た
の
で
す
。
そ
の
と
き
私
に
は

自
分
の
名
前
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ

え
、
意
識
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。「
ど
う
で
す
か
？
」
と
聞

か
れ
、「
息
が
苦
し
い
で
す
」

と
答
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
当
面
の
最
悪
の
事
態
か
ら

は
逃
れ
た
も
の
の
、
厳
し
い
戦

い
が
こ
の
後
も
ま
だ
ま
だ
続
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
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む
か
し
の
話

平
田
　
米
里（
野
々
市
市
・
歯
科
）

囲 碁

（解答は 2 面にあります） （解答は 2 面にあります）

黒先　8分で二、三段以上
〈ヒント〉 捨て石の好手段があり、
 白の眼形が失われます。

〈ヒント〉竜も馬も捨てる順に……。
 （10分で二段）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え2面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独8 3 2
□ 2 6 1
7 4

5 6 8 1
7 4

2 5 4 3
3 7 □
9 4 5
1 6 3
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